
               

 

                                   

  

 

                            

 

 

 

 

尊重する・協働する 
校 長  渡 邉   現  

 

「夏の葬列は、どう？」。先日、中学生の時に学んだことを覚えているかについて、知人と話していた

時に出た話題です。私にはこの教材で学んだ記憶が鮮明に残っていましたので、授業で自省したり悩ん

だりした中学生当時の自分が一気によみがえりました。「音楽の時間にやった合唱も、大人になったら、

そうそうできないもんなんだよね」。大人になったいまでは、読書でも、音楽でも、楽しむ時は概ね一人

なのですが、その楽しみ方だったり、得た感動を共有したり友と深めたりする喜びは、確かに中学生の

時の授業で学び得ていたんだな、と振り返りました。 

 

妹背牛中学校では、毎週水曜日に生徒会生活委員が朝のあいさつ運動に取り組んでいます。 

「あいさつをしたら、あいさつが返ってくる」。私は、これだけでもほっとするし、安心します。そして、

目と目が合ったら、もっとほっとします。もしかしたら、あいさつのもつ価値とはもっと深いのかもしれ

ませんが、それでも、私は、生徒からあいさつが返ってきただけでも、自分がこの場に存在しているんだ

な、っていう感じがします。 

明るいあいさつが返ってきたら、この人とまたあいさつができたらいいな、と思います。ですので、

「あいさつがないぞ。」と難しい顔をしてあいさつを待っているよりも、もしかしたら、こちらから明るい

あいさつをし続けたら、相手もあいさつをしたくなるようになるのかな、と思えてきます。「独りぼっち

はつらい。」大人だってそうです。あいさつを交わせる相手がいる、ということは、それだけでも、とても

価値があると実感します。 

 

日常の生活様式もどんどん進化していくし、世界の情勢もめまぐるしいこの頃、「これからの時代は

未来の予測が困難な世の中」といわれるようになりました。この先は、どんな仕事があるかだってわか

らない、といいます。 

そんな中、いま妹背牛中学校で学ぶ中学生は、10年後、20年後には社会を支える担い手として活

躍していることになります。このような社会の中で、様々な変化を乗り越えるための重要な力として、 

他者を尊重できること、と、協働できること、がよく挙げられます。 

一人でできることなら自分でやったほうが迷惑をかけなくていいですし、そうでなくても、一人でで

きることをみんなでやるのだって楽しいことです。ただ、なによりも、「他者を尊重して、他者と協働で

きたら、一人では決してできないことも成し遂げられる！」っていうことは、確かにその通りです。いま

の中学生が活躍する未来の世の中がいまと大きく違うのは、一人では到底できないことばかりの日常

なのだ、ということなのだろうと思います。 

 

いま、中学校の教育では、他者を尊重した「協働的な学び」が重要視されています。いよいよ夏真っ盛

りの季節が到来します。暑い中ですが、どうぞ、生徒に声をかけてあげてください。生徒が暑さを吹き

飛ばす明るいあいさつを毎日交わせるような学校生活を送れるように、学校教育を進めていきます。  
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体育大会のスローガン 

ONE OF A KIND 

～ぶっとび、かっとび、全開エンジン～ 

5月 25日（土）に体育大会を開催しました。多くのご来賓の方々にご列席を賜り、たくさんの保護者の

皆様のご声援のもとで、みな、全力を尽くして競技に挑みました。白組の優勝、赤組の準優勝で幕を閉じ

ました。結果、やり切れた生徒も、心残りの生徒も、様々あると思います。それでも、だれにでも「素晴らし

かった」と声に出して伝えたい、そんな素晴らしい体育大会でした！ 

 

午前中の個人種目では、まるで一人一人の心臓の音が伝わって

くるほどでした。PTA と生徒との合同種目五色綱引きでは、保

護者の皆様の盛り上げで、生徒みんなの気持ちが高ぶり、競技が

大いに白熱しました。午後に行った赤白対抗・学年対抗種目のそ

れぞれでも、お互いに支え合い励まし合って体育大会を成功に

導こうと一生懸命に励む生徒の姿に、胸が熱くなりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妹背牛中学校のいじめ防止等の基本方針 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●いじめは、どの学校・どの学

級でも起こり得るものという

基本認識に立つ 

●いじめに向かわせないため

の未然防止・早期発見・早期対

応に取り組む 

 

●だれもがいじめの被害者に

も加害者にもなり得ることを

踏まえて対応する 

 

「いじめを決して見逃さない」として、特に「いやな思いをしたことがある」「いやな思いをしている」「友達が

いやな思いをしているのを見たり聞いたりしたことがある」の項目に記述のあった生徒には、６月３日から２８日

までの教育相談の期間に合わせて、担任が個別の面談を行いました。 
 
実施したアンケートには、「■あなたは、いじめはどんなことがあっても許されないことだと思いますか。」とい

う項目があります。「わからない」という回答が 6 人、「そう思わない」という回答が 1 人いました。また、「■あな

たは、いじめられた時、だれに相談しますか。」では、「だれにも相談しない」という回答が 11 人いました。面談に

より、不安や心配、残っていたわだかまりが取り除かれるよう働きかけを行いました。 
 
今回のアンケートをもとに、「いじめとは、ほんの些細なこと（こんな事案まで…、一回きりだから…）からで

も予期せぬ方向に推移することがあるものだ」と捉えて、「いじめの芽」について組織的に把握して、見守り、必

要に応じて指導し、解決・解消につなげるということを再認識しました。 

学校では、直接「いじめ」という表現が用いられていなくても、基本理念に立ち、日常的ないじめ防止と早期解

消に努め、全職員で生徒一人一人の様子に目を配り生徒の心に寄り添う指導を徹底します。生徒が落ち着いて生活

でき、１日の学校生活のリズムが定着するよう、全職員で生徒指導を進めます。                          

「いじめの把握のためのアンケート調査」の結果より 
【５/22～６/５実施】 

 
■あなたは、今年 4 月から今日まで、いやな思いをした
ことがありますか。 

ある（５人）   ない（５１人） 
 
 
■あなたは、今もいやな思いをしていますか。 

（３人） （２人） 

 

 
■あなたは、いやな思いをした時、だれに相談しますか。 
先生（20 人） （４人） 友人（38 人） 

父母（35 人） 兄弟姉妹（20 人） 電話相談（2 人）
SNS 等相談窓口（2 名） その他 （3 人） 

だれにも相談しない（11 人） 
 
 
■あなたは、いじめはどんなことがあっても許されない
ことだと思いますか。 

 
 

いじめの定義 

いじめとは、児童生徒に対して当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人間関

係にあるほかの児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるも

のを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものと定義する。 

（いじめ防止対策推進法より） 

いじめの解消 

いじめが「解消している」状態とは、少なくとも次の 2 つの要件が満たされている場合とする。 

①いじめに係る行為が止んでいること（3 か月を目安） 

②被害生徒が心身の苦痛を感じていないこと。   （妹背牛町立妹背牛中学校いじめ防止基本方針より） 



1 月 分掌・学年部会(7月定例) 5時間授業 交通安全街頭指導日

2 火 教育委員訪問 6時間授業 １日参観日・学年懇談  高校説明会

3 水 定例校長会 6時間授業 17 水 　 6時間授業

4 木  5時間授業 18 木 　 6時間授業

5 金 全空知中体連①　　　　　　　給食あり 4時間授業 19 金 分掌・学年部会 5時間授業

6 土 全空知中体連② 20 土 吹奏楽発表会

7 日  21 日 　

8 月 職員会議（定例）定時退勤日 5時間授業 22 月 　 6時間授業

9 火 SC 6時間授業 23 火 SC 6時間授業

10 水  6時間授業 24 水 全校集会　　全体研修 5時間授業

11 木 全国運動習慣調査Web（2年） 6時間授業 25 木 夏季休業(～8/20)

12 金 生徒会活動日 5時間授業 26 金 全道中体連陸上（七飯町）

13 土 全日本少年野球大会（羅臼） 27 土 全道中体連陸上（七飯町）

14 日 全日本少年野球大会（羅臼） 28 日 全道中体連陸上（七飯町）

海の日 29 月 　

全日本少年野球大会（羅臼） 30 火 　

31 水 　

6時間授業

※SCはスクールカウンセラー面談日です

16 火

15 月

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

  

 

【野球部】北空知連合チームで活動しています 

・第 40回全日本軟式野球大会北空知支部大会 6月 8日（土）9日（日） 決勝勝利／全道大会出場決定 

・北空知中学春季大会 6月 15日（土）16日（日） 優勝 

【特設部：陸上】 

・第 11回北空知中学校陸上競技大会 兼 第 51回全日本中学校陸上競技選手権大会四種競技指定大会 6月 8日（土）  

◇男子４種競技         大﨑 礼さ
ん 第 1位(2044点)     ／全道大会出場決定 

◇北空知中学男子 110ｍＨ 大﨑 礼さ
ん 第 1位(15秒 83 大会新) ／全道大会出場決定 

・第 70回全日本中学校通信陸上競技大会空知大会 6月 23日（日） 

◇中学共通男子４種競技   大﨑 礼さ
ん 第 1位(2062点) 

◇中学共通男子 110ｍＨ   大﨑 礼さ
ん 第 1位(15秒 66) 

「一期一会 ひとつひとつの出会いを大切にしよう」をスローガンに、5 月初めから総合的な学習の時
間を主として実行委員会を組織し準備を重ねてきました。公共機関を利用して目的地を目指した旭川市
内での自主研修等、事前の綿密な企画をグループの協力で実現させた 1 日でした。 

実行委員長 長谷川 開人さ
んの振り返り  

 
もう学校についてしましました。楽

しい時間は過ぎるのが早いって思い

ます。見学旅行に行って、マナーって

大事だなってわかりました。時間通り

にできたし、みんな、お互いに協力し

てできて、よかったです！ 

７月の予定 ７月 1６日（火）は 1 日参観日・学年懇談です。 

部活動大会結果【６月】 

部活動の顧問体制について（7 月 1 日より） 今年度の部活動の顧問体制について、バレーボー

ル部は、バスケットボール部から小林幸平教諭が移籍して 4 名体制といたします。 

 


